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スーパー耐久シリーズ第２戦　ＳＴ４クラス　出場報告書

　開催日　　　：2008年5月17日（予選）　18日（決勝） 　　
　開催地　　　：仙台ハイランドレースウェイ　　
　ドライバー　：Aドライバー　Takamori.com
　　　　　　　　Bドライバー　安達元気
　　　　　　　　Cドライバー　井上恵一
　車両名　　　：CARACOAT.SnowPeak.ERG.ED.DC5
　チーム名　　： TEAM A-ONE
　車両＆クラス：インテグラDC5　ST４クラス　73号車
レース結果　：予選（ドライ／ウエット）

　　　　　　　　　総合22位／27台（参加台数）、ST4クラス 3位／7台
　　　　　　　：決勝（ドライ）
　　　　　　　　　総合18位／27台、ST4クラス 3位／7台
　観客動員　　：5月17日（土）11,880名（晴れ時々くもり一時雨）
　　　　　　　　　 18日（日）24,980名（晴れ時々くもり）

今回はスーパー耐久シリーズ 第２戦『ハイランドスーパー耐久レース』
のご報告をさせて頂きます。

４月２５日（金）　特別スポーツ走行
　１本目　１０：３０～１１：３０
　２本目　１２：３０～１３：４５
　３本目　１５：３０～１６：３０

　1本目はTakamori.com選手、今回ダブルエントリーしているシビック
　東日本シリーズの準備のために走行ができませんので、安達元気選手
　が車両チェックおよびコース確認を兼ねて走行しました。
　タイム的には2分4～6秒で周回し、概ね順調のようです。
　
　2本目にはTakamori.com選手、井上恵一選手がUSEDタイヤで軽く走行
　し、ST4クラスの2番手タイムをマークします。しかし、鈴鹿に比べて、
　シビックFD2勢のタイムが驚くほど速くなり、挙動も安定しているの
　で、今回はシビック勢が強敵になりそうです。3本目も完熟走行を行
　い、ベストタイムは2分2秒2（クラス2番手）で練習走行を終えます。



５月１７日（土）　公式予選

■Ａドライバー予選　１３：０５～１３：２０（ＳＴ３・４）
Takamori.com選手がＡドライバー予選に挑みます。あまりコースに
熟知していないため、制限時間ぎりぎりまでフルアタックします。
路面はドライで、ラバーも良い感じです。軽めのアタックで、2分3秒
台をマークし、タイヤのコンディションが良い状態でフルアタックす
るも、ST3クラスのポールシッターが後からライトオンで走行してくる
ため、アタック中、不本意ですが道を譲ります。次の周に再度アタッ
クするも、2分2秒台とＡドライバー４番手のポジションです。

■Ｂドライバー予選　１３：５０～１４：０５（ＳＴ３・４）
Bドライバー（ST1/2）でクラッシュがあり、回収作業のため予選時刻
が遅れます。その間に、だんだん雲行きが怪しくなってきます。しか
し、雨粒などは落ちてこず、各車ドライタイヤのままコースイン。し
かし、予選開始5分もしないうちに、突然の土砂降り。コースは一面水
の海。ドライコンデションのままでタイムアタックを完了したドライ
バーは結局一人もいず、雨の中をスリックタイヤで走行したタイムで
予選順位がほぼ確定。ウエット宣言が出され、赤旗で予選は一時STOP。
残り時間６分で再開しますが、既にコースはヘビーウエットです。ST4
シビック勢は雨に強いのでレインタイヤでのフルアタックを行うよう
ですが、我がチームは先ほどのタイム更新は絶望的なので、雨の走行
を辞退します。結局2分12秒（1/1）で安達選手のＢドライバー予選は1っ
周のアタックで終了です。Ｂドライバー単独では、3番手のタイムです。

■Ｃドライバー予選　１５：３０～１５：５０
路面はウエットのまま、ベテランドライバーの井上恵一選手は、USED
中古タイヤで、軽く流したにもかかわらずインテグラで2分11秒台
（クラス2番手）、このクラスでは別格の上手さです。簡単に予選基準
タイムをクリアして予選を終了します。

■予選結果
Ａ＆Ｂドライバーの合算タイムで、ST4クラス３番手を確保し、明日の
決勝では表彰台を狙える位置からのスタートとなりました。



５月１８日（日）　スーパー耐久 500Km 決勝

１３：３０に決勝スタート、スタートドライバーはTakamori.com選手
が担当します。先ほど、シビック東日本シリーズのレースが終わって、
表彰台から急いで走ってピットに戻ってきたら、あと5分でコースイン
だよ。とメカさんたちに促され、車に乗り込みます。

体力的には問題なかったのですが、スタート後数周で４コーナーで後
から押され、ハーフスピン状態、この時フロントタイヤにフラットス
ポットができたのがレース展開を左右しました。

シケインの飛び込みやヘアピンの進入ではフロントタイヤがロックし
まくりです。４５～５０周走る予定だったんですが、これは、タイヤ
が持たないかもしれないと、コーナー進入でペースを落し気味でワイ
ドラインを通してタイヤをごまかしながら、走行を続けます。途中ST3
クラスの車両が２ｍ手前くらいでコースをふさぐスピンをしたため、
ブレーキ、フルロックさせ、まにあわないので、ダートに逃げます。

これで、完全にタイヤが終わりました。何とか４０周はタイヤを持た
せる走りに徹し、ペースのあがらないシビック勢と激しいバトルを繰
り返しながら、なるべく順位が落ちないように淡々と車を走らせます。
４２周で『L2』のサインがでたので、ちょっとペースアップしたので
すが、次の周のヘアピンで
タイヤが完全に終わりました。

ラバーがなくなり、中の
ワイヤーが擦り切れるほどの
ダメージで、ピットインした
ときには、パンクしてしまい
ました。残りはBドライバーの
安達選手に任せてレース見物
です。

結局、安達選手は残り６８周を
上手くまとめ上げ、ST4クラス6番手から3番手までポジションを戻し、
鈴鹿に続き、2戦連続での表彰台ゲットとなりました。








